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Panipenem/betamipronの 臨 床 的 検 討

小山 優

東京共済病院 内科傘

点滴静 注用 新 カルバペ ネ ム系抗 生 剤 で あ るpanipenem/betamipron(PAPM/BP)の 臨 床効 果,

細菌 学 的効果,副 作 用,使 用前 後の 臨床検査 の異常 の有 無 につ いて検討 した。 急性気 管支 炎1

例,慢 性 気管支 炎2例,感 染 を伴 った気 管支拡 張症4例,肺 癌 の 二次感 染2例,肺 炎1例,慢

性 腎孟 腎炎4例 にPAPM/BPを 使 用 し,有 効12例,無 効2例 の臨床効 果 で あ った。細 菌学 的効

果 では,原 因 と思 われ る細菌 を分 離 した9例 中5例 で除菌 で き,残 り4例 で不変 ・菌 交代 で あ

った。副 作用 は み られ ず,PAPM/BPに よ る と思 われ る臨床検 査値 の 異常 につ いて は,白 血球

数 減少 が1例 み られ たが重 篤 では なか った。
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新 し く三 共株 式会社 で開発 され た点滴 静注 用 カルバ

ペ ネ ム 系 抗 生 物 質 で あ るpanipenem/betamipron

(PAPM/BP)を 臨 床 的 に 使 用 す る機 会 を 得 たので,

その成績 を報 告す る。

PAPM/BPは,カ ル バ ペ ネ ム 系 抗 生 物 質

panipenemと,有 機 イオ ン輸送 抑制 剤betamipron(N-

ベ ン ゾイルーβ-ア ラニ ン)の 重 量 比1:1の 配合 剤 で

あ る。

昭 和63年10月 よ り平成 元年6月 まで におけ る東 京共

済病 院入 院患 者の なか で,気 管支 炎,肺 炎 な どの 呼吸

器感 染症10症 例,尿 路感 染症4症 例 を対 象 に,PAPM/

BPを1回0.5g/0.5gま た は0.75g/0.75g,1日2回

(1症 例 のみ3回)点 滴静 注 し,そ の効果 お よび副作 用

につ い て検 討 した。

症例 は48歳 か ら88歳 までの 男性7例,女 性7例 で,

疾患 の 内訳は 急性気 管支 炎1例,慢 性気 管支 炎2例,

感染 を伴 っ た気管支 拡張 症4例,肺 癌 の二次感 染2例,

肺 炎1例,慢 性 腎孟 腎炎4例 で,PAPM/BPの 投 与期

間 は8か ら22日 間 であ った。

効 果の 判定 は,起 炎菌 の明 らか な症例 で は細 菌 の消

失の有 無 をみ た細菌 学的効 果 と自他覚 所 見の 改善 度 を

み た臨床 的効 果 の二 面か ら検討 し,起 炎 菌不 明の症 例

では 自他覚 所 見の改善 度 のみ で行 った。 臨床 的効 果に

つ いては著 効,有 効,や や 有効,無 効 の4段 階に分 け

て判定 した。

副作 用 につ いて はPAPM/BPの 投 与 中ア レル ギー

反応 な どの 有無 を確認 し,PAPM/BPに よる治療 開始

前 よ り治療終 了後 まで,で きるだ け定期 的に検 尿,検

血,生 化学 検査 な どを行 い,PAPM/BPに よる と思わ

れ る異常 値 の発 見に努 め た。

各症例 に つ いての概 要 はTable1に 示 した。

細菌学 的効 果 では,起 炎 菌 と思 われ る細菌 を分 離 で

きたの は9症 例 で,う ち症 例9の 肺 炎 の 二 次 感染 の

Staphylococcus aureus,症 例11,12の 慢性 腎孟 腎炎の

Enterococcus spp.,症 例13の 複 雑 性 腎 孟 腎 炎 のS.

aureus,Pseudomonas aeruginosa,症 例14の 複雑 性腎

孟 腎炎 のEnterococcus faecium,Aeromonas hydro-

philiaの5例 は いずれ も除 菌 で きた。しか し,残 り4症

例 の う ち 症 例6のStaphylococcus spp.がSta-

phylococcus epidermidis, E.faecium, Flavobacterium

indologenesに 菌 交代 した もの 以 外 はS.aureus,P.

aeruginosaの 単 独 また は 混合 感 染 で いず れ も不変 で

あ った。

臨床効 果 は症例1の 急 性気 管支炎1例,症 例2,3

の慢性 気管支 炎2例,症 例4か ら7の 感 染 を伴 った気

管 支拡 張症4例,症 例10の 急性 肺 炎1例,症 例11か ら

14の 慢 性 腎孟 腎炎4例 の 計12例 で有 効,症 例8,9の

肺 癌 の二次 感染2例 で無効 であ った。

副作 用 は,全 症 例 にみ られ なか っ た。また,PAPM/

BP投 与 前 後 の臨床 検 査値 は,Table2の ご と くで,

PAPM/BPに よる と思 われ る検 査 値 の異 常 は症 例5

で,白 血球 数減 少(前:11700/mm3→ 後:1700/mm3)

がみ られ たが,免 疫 グロプ リン製剤 を投 与す るこ とで

投 与 後2週 間 で8800/mm3ま で 回復 し,特 に 重篤 と思

われ る もので はなか った。

PAPMはmethicillin-resistant S.aurms
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Table 1. Results of clinical trial withpanipenem/betamipron
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(MRSA),Enterococcus faecalisを 含 む グ ラ ム 陽 性 菌,

P.aeruginosaを 含 む グ ラ ム 陰 性 菌,Bacteroides

fragilis, Clostndium difficileを 含 む 嫌 気 性 菌 に 強 力 な

抗菌 活 性 を示 し,各 種 β-ラ ク ラ マ ー ゼ に 極 め て安 定 で

あ る1)。

また,臨 床 効 果 も有 効 率85.7%(12/14)と か な り改 善

を認 め た。

以上のことより,本 剤は呼吸器感染症,尿 路感染症

に臨床的に有用な薬剤であると考える。
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Panipenem/betamipron(PAPM/BP), a new carbapenem for parenteral use, was administered to 14

patients with infectious diseases, including 1 with acute bronchitis, 2 with chronic bronchitis, 4
with infected bronchiectasis, 2 with secondary infection to lung cancer, 1 with pneumonia, and 4

with pyelonephritis.

Clinical efficacy was good in 12 and poor in 2

Causative organisms isolated from 9 cases were eradicated in 5, but persisted or replaced in

other 4 cases.

None of the patients had any side effects. Leukopenia possibly related to PAPM/BP was observed

in 1 case, but it was not severe.


